
新社屋は外部の建築家に設計
を依頼。軽快で美しいデザイン
の社屋は、雇用の促進にもつな
がっている

2018 年に新築した工場の床面
積は、以前の 3 倍の約 1000㎡。
天井を高くしたことで大型複合
機や天井からのクレーン設置が
可能に

最後の溶接工程の精度の高さ
がコジマ S.I の特徴。傷がなく
美しいモノづくりが、リピート
につながっている

レーザー光線を使って、穴あけ
などの精密な加工をミリ単位で
行う
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—カンパニーレポート +（プラス）ompany report 設計図面に忠実に、美しいも
のづくりを大切にしているCC ++

　金属板を高精度で加工する精密板金事業を柱とし、切断、

曲げ、溶接、組み立てまで一貫して行うコジマ S.I。オーダー

メイドが基本の少量多品種生産体制で、電子機器内のコン

トロールボックスや電源ボックス、IC チップを載せる基盤

など、目に見えにくい場所に使われる製品で多様な業界を

支えています。

　信用保証協会の保証付き融資を受け、現在の社屋と工場

を新築したのは 2018 年のこと。工場の床面積を以前の 3

倍に拡張し、大型設備を導入できる高さを確保しました。

板金事業は材料となる金属板が大きく、さらに加工を加え

るごとに体積が増すため、工場の広さは事業の重要な要素

です。新工場を建ててから順調に事業拡大を果たし、今で

は受注件数が建物のキャパシティを越えるまでに。従業員

数も、5 年で約 1.5 倍の 37 人に増えました。

　代表取締役社長の小島一昭さんに成長の要因を聞くと、

「お客様の要望に徹底的に応えること、品質と納期にこだ

わること、トラブルへの迅速な対応を大切にしていること」

を挙げました。例えばクライアントは自社から片道 3 時間

で行ける範囲と商圏を決めているのも、問題があった時に

すぐ対応できることを重視しているため。

「商売はすべてサービス業。迅速な対応、対面のコミュニケー

ションが基本であると考えています。トラブルがあればで

きるだけその日のうちに駆けつけてフォローすることが重

要ですし、営業は普段から週数回はお客様に顔を見せる姿

勢を大切にしています。よく顔を合わせていれば距離が近

く感じ、気軽に声をかけてもらえますから」

　「美しいものづくり」も同社の姿勢を物語るポリシーです。

設計図通りに作ること、外から見えない部分も傷なく美し

く仕上げることを大切にしているからこそ、継続的な受注

につながっています。

　同社は近年、大規模な設備投資に取り組んでいます。

2022 年には、工程の根幹部分となるマザーマシンに大型

の複合機を導入。積み込んだ材料を自動でセッティングし、

プログラムに基づいて約 250 種類の金型から選んで組み込

み、加工する。加工を終えた製品はストックし、次の製品

な範囲でしか物事を考えられなくなるので、別事業の立ち

上げも視野に入れています。重要なのは企業として存続し

ていくこと。そのためなら、企業としての顔色を変えるこ

とも何ら支障はありません」

　社会に合わせて柔軟に変化する姿勢を持ち、「やってみ

て、思うようにいかなければ軌道修正すればいい」と小島

さん。近年は、後継者である息子さんへバトンを受け渡す

ことも意識しているそう。商売の基本を守りながら、広い

視野で今後を見据えています。

の加工を始める。従来は人の手で行っていた一連の作業を

自動化したことで夜間も稼働できるようになり、ミスも起

こらないため生産量が飛躍的に向上しました。

　オペレーターは技術を熟知していなくても機械操作さえ

覚えれば作業が可能になり、1 個 15kg ほどある重い金型を

手で運ぶ作業も不要に。自動化によって、外国人や女性の

スタッフも働きやすい環境になりました。

「当社の目標は『安全安心、分かりやすい職場環境』。あら

ゆる業界が人材不足に悩む今、仕事内容が人を選ぶのでは

なく、誰もが働きやすい環境を作ることが会社の役割であ

ると考えます。外国人も女性も若手も働きやすい、ダイバー

シティの視点ですね。スキルは入社後に高められるので、

まずは入社のハードルを下げることが大切です」

　現在計画を進めているのは、作業手順を解説する動画作

成。従来は口頭で指導していましたが、動画を作れば指導

時間を短縮できることはもちろん、本人も気兼ねなく見返

せるため、質問するストレスがありません。テキストでは

なく動画にすることで、日本語に慣れていない外国人スタッ

フが理解しやすくなります。こうした細やかな配慮に、働

きやすい環境への意識が表れています。

「労働環境にもユニバーサルデザインの発想が必要で、例

えば日本語が不得手な人に基準を合わせれば、そうでない

人にとっても分かりやすいものになります。どうすれば皆

が働きやすくなるか。それを考えることが、社長である私

の仕事だと思っています」

　複合機の自動化と連動して進めているのが、DX 化によ

る製造情報の一元化。価格や工程の進捗、打ち合わせでク

ライアントから伝えられた事項など、従来は一つひとつ申

し送りしていた情報をデータ化し一括管理することで効率

が上がり、スタッフにとっての「分かりやすさ」も向上し

ました。不良品発生の際にルートをたどれるトレーサビリ

ティも獲得し、品質向上につながっています。

　業績は順調に推移していますが、小島さんは従来の枠に

とらわれない事業の多角化も模索中です。理由は、企業と

して生き続けることを何よりも重視しているから。

「工場を増築して仕事を増やすのも一つの方法ですが、板金

事業に執着する必要はありません。一つに捉われると小さ

設備とシステム整備で「わかりやすい職場」づくり

会社を続けるため、事業の多角化も視野に

新社屋で事業拡大するも、商売の基本姿勢を大切にコジマ S.I 株式会社

人材不足の課題を設備投資や DX 化で解決。誰もが働きやすい環境を整える［ ［

溶接ロボットを導入。女性や
外国人スタッフも操作可能で、
レーザーの光が漏れないよう壁
で囲っているため安全性が高い

1957 年 諏 訪 市 生 ま れ。
1984 年に叔父が個人で始
めた板金事業に誘われ、手
伝い始める。法人化して規
模が拡大し、1997 年に代
表取締役社長に就任。趣味
は、中国・蘇州の伝統的な
シルク刺繍の作品収集。

代表取締役社長

小島一昭


